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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 16,752 54.3 △18 ― 33 ― 26 ―
22年3月期第2四半期 10,856 △60.6 △940 ― △862 ― △603 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 2.24 ―
22年3月期第2四半期 △51.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 18,764 11,444 61.0 973.88
22年3月期 18,740 11,665 62.2 992.71

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  11,444百万円 22年3月期  11,665百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
※23年３月期期末１株当たり配当金（予想）15円00銭は、普通配当12円50銭と創立90周年記念配当２円50銭の合計額です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,182 34.5 201 ― 326 ― 194 ― 16.51



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料のＰ．２「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、添付資料Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 12,067,120株 22年3月期  12,067,120株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  315,684株 22年3月期  315,600株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 11,751,495株 22年3月期2Q  11,751,520株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国向けを中心とした輸出の拡大や政府の景気対策効果に

より、緩やかな回復基調となりましたが、雇用情勢の低迷や急激な円高による企業業績の下振れ懸念などから、先

行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業におきましては、環境対応車種を中心に生産台数の回復基調

が継続しておりましたが、エコカー補助金制度が終了したことによる先行きの需要不安から、依然として設備投資

には慎重な姿勢が続いております。一方、電気・電子・半導体関連におきましては、新興国需要に応じた生産、輸

出の増加に伴い、設備投資の動きが活発化するなど、明るい兆しが広がっている状況であります。   

 こうした中、当社グループでは、市場環境の変化に応じた新商材、新業種開発を積極的に推進するとともに、エ

リアカバレッジ力を強化し、地域に根ざした営業戦略を推進してまいりました。また、日系製造業の海外進出に対

応した、内外一体の営業活動の強化にも取り組んでまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は167億52百万円（前年同期比54.3％増）、営業損失は18百万

円、経常利益は33百万円、四半期純利益は26百万円となりました。   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて24百万円増加し、187億64百万円となりま

した。 

 流動資産は、現金及び預金が９億83百万円減少となったものの、営業債権が13億30百万円増加となったことを主

因に、前連結会計年度末に比べて２億79百万円増加し、150億59百万円となりました。 

 流動負債は、営業債務が２億73百万円増加となったことを主因に、前連結会計年度末に比べて２億40百万円増加

し、72億18百万円となりました。 

 純資産額は、前連結会計年度末に比べて２億21百万円減少し、114億44百万円となりました。１株当たり純資産

額は973円88銭となり、自己資本比率は前連結会計年度の62.2％から61.0％になりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

９億83百万円減少し、19億52百万円となりました。  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は９億59百万円（前年同期は13億58百万円の獲得）となりました。これは、仕入

債務の増加額２億82百万円があったこと等による資金増と、売上債権の増加額13億41百万円があったこと等によ

る資金減によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は１億28百万円（前年同期は８百万円の使用）となりました。これは、関係会社

に対する貸付による支出１億62百万円があったものの、有形固定資産の売却による収入１億56百万円及び関係会

社貸付金の回収による収入１億49百万円があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は１億17百万円（前年同期比20.1％減）となりました。これは、配当金の支払額

１億17百万円があったこと等によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期第２四半期の業績予想につきましては、平成22年10月25日公表の「業績予想の修正に関するお知

らせ」のとおり修正を行っております。尚、平成23年３月期通期業績予想につきましては、平成22年５月14日に公

表いたしました内容から変更はありません。 

 詳細は、平成22年10月25日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

 ① 棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

 ② 経過勘定項目の算定方法 

 合理的な算定方法による概算額で計上しております。  

 ③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間において営業損失は 千円増加、経常利益は 千円減少、税金等調

整前四半期純利益は 千円減少しております。 

  

２．その他の情報

102 102

3,957



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,952,622 2,936,492

受取手形及び売掛金 11,449,173 10,118,935

商品及び製品 1,117,480 1,090,410

仕掛品 77,191 69,565

原材料及び貯蔵品 30,768 33,336

その他 450,830 547,570

貸倒引当金 △18,862 △16,892

流動資産合計 15,059,204 14,779,417

固定資産   

有形固定資産 1,835,060 2,011,210

無形固定資産 54,313 60,193

投資その他の資産 1,816,406 1,889,669

固定資産合計 3,705,780 3,961,073

資産合計 18,764,985 18,740,490

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,282,443 6,009,413

未払法人税等 10,740 11,784

賞与引当金 211,500 217,663

その他 713,581 738,604

流動負債合計 7,218,264 6,977,466

固定負債   

役員退職慰労引当金 97,200 97,200

その他 5,040 －

固定負債合計 102,240 97,200

負債合計 7,320,505 7,074,666

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,311,778 1,311,778

資本剰余金 1,371,950 1,371,950

利益剰余金 9,083,301 9,174,462

自己株式 △149,579 △149,551

株主資本合計 11,617,450 11,708,639

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 105,980 193,202

繰延ヘッジ損益 － △1,270

為替換算調整勘定 △278,949 △234,747

評価・換算差額等合計 △172,969 △42,815

純資産合計 11,444,480 11,665,824

負債純資産合計 18,764,985 18,740,490



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 10,856,834 16,752,360

売上原価 9,564,431 14,549,418

売上総利益 1,292,402 2,202,941

販売費及び一般管理費 2,233,267 2,221,192

営業損失（△） △940,864 △18,250

営業外収益   

受取利息 1,544 1,133

受取配当金 8,654 8,162

仕入割引 39,905 58,026

助成金収入 17,395 9,344

その他 28,393 21,112

営業外収益合計 95,894 97,779

営業外費用   

支払利息 2,329 293

売上割引 9,870 16,038

為替差損 － 26,417

コミットメントフィー 5,045 2,967

その他 － 0

営業外費用合計 17,245 45,718

経常利益又は経常損失（△） △862,215 33,810

特別利益   

固定資産売却益 489 61,091

貸倒引当金戻入額 2,880 －

特別利益合計 3,370 61,091

特別損失   

固定資産売却損 217 46,323

投資有価証券評価損 379 －

減損損失 50,087 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,855

その他 2,210 139

特別損失合計 52,894 50,319

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△911,740 44,582

法人税等 △308,410 18,228

少数株主損益調整前四半期純利益 － 26,354

四半期純利益又は四半期純損失（△） △603,329 26,354



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△911,740 44,582

減価償却費 71,868 48,582

減損損失 50,087 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,880 935

受取利息及び受取配当金 △10,270 △9,295

支払利息 2,329 293

売上債権の増減額（△は増加） 6,269,057 △1,341,618

たな卸資産の増減額（△は増加） 233,264 △35,056

仕入債務の増減額（△は減少） △4,152,794 282,588

賞与引当金の増減額（△は減少） △49,298 △6,163

前渡金の増減額（△は増加） 2,508 17,091

前払年金費用の増減額（△は増加） △1,041 △19,536

未収入金の増減額（△は増加） 15,819 4,704

差入保証金の増減額（△は増加） △385 △176

その他 △161,658 50,633

小計 1,354,866 △962,433

利息及び配当金の受取額 10,765 9,291

利息の支払額 △2,329 △293

法人税等の支払額 △4,677 △5,955

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,358,625 △959,392

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,570 △6,624

有形固定資産の売却による収入 － 156,467

関係会社貸付けによる支出 △116,000 △162,190

関係会社貸付金の回収による収入 113,000 149,000

その他 △3,406 △8,208

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,976 128,444

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △146,671 △117,165

その他 － △28

財務活動によるキャッシュ・フロー △146,671 △117,193

現金及び現金同等物に係る換算差額 70,348 △35,727

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,273,325 △983,869

現金及び現金同等物の期首残高 2,679,186 2,936,492

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,952,512 1,952,622



 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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